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新
�
�
発
想
�
地
域
�
発
展
�
担
�

株
式
会
社
　
西
山
酒
造
場
︵
丹
波
市
︶

　
丹
波
市
市
島
町
の
清
酒
「
小こ
つ
づ
み鼓
」、
栗
焼
酎
「
古こ

丹た
ん

波ば

」
で
知
ら
れ
る
株
式
会
社
西
山
酒
造
場
（
代
表

取
締
役
・
西
山
周
三
氏
）は
、日
本
酒
・
焼
酎
と
い
っ

た
業
種
型
伝
統
家
業
か
ら
、
米
の
「
健
康
・
美
容
・

環
境
」
効
能
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
し
い
業
態
の
提
案

企
業
に
脱
皮
を
図
る
た
め
、
社
員
の
意
識
改
革
に
着

手
。
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
、
成

長
期
待
企
業
・
経
営
革
新
計
画
の
認
定
に
続
き
、
自

社
だ
け
で
は
な
く
、「
丹
波
地
域
」
全
体
が
盛
り
あ

が
る
べ
く
、地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
企
業
、

農
商
工
連
携
認
定
企
業
に
も
選
ば
れ
、
新
し
い
発
想

で
、
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

■県連合会Letter ２頁
・若手リーダー育成研修会
・県青連第３回理事会
・第３回理事会
・第２回商工会女性部幹部講習会

■商工会Letter ３～４頁
・神河ミルキーウェイ「冬の蛍」「第15回わっくわくぶらり市」（神河町）
・「合格祈願鍋」を発売（朝来市内４商工会）
・朝来BBプロジェクト（朝来町）
・サンタクロースからのクリスマスプレゼント（出石町青年部）
・芦屋市中央区ウィンターフェスティバル（芦屋市）
・ペットボトルツリー点灯式（美方郡青年部連絡協議会）
・第１回上郡駅前イルミネーションイベント（上郡町）

■あなたのまちの元気な企業（丹波市） ５頁
■地域力連携拠点事業 ６頁
・第３回京都・兵庫地域力連携拠点相互連携連絡会議
・第３回地域力連携拠点事業連絡会

▲大吟醸酒の搾り作業の様子▲小鼓（路上有花720ml、1,800ml）
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北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
に
お
い
て
、
商

工
会
会
長
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
た
。
義
捐
金
に
関
し
て
は
、
災
害

救
助
法
の
指
定
を
受
け
た
佐
用
町
、

宍
粟
市
、
朝
来
市
（
朝
来
町
）
の
各

商
工
会
に
、
中
小
企
業
者
の
被
害
総

額
割
に
基
づ
き
総
額
二
千
五
百
五
十

万
円
を
配
分
す
る
こ
と
と
し
た
。

会
で
は
、
実
際
に
青
年
部
員
が
取
り

組
ん
だ
成
功
事
例
の
発
表
及
び
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
全

青
年
部
員
を
対
象
と
し
て
、
一
月
二

十
七
日
に
福
崎
町
商
工
会
館
で
開
催

す
る
こ
と
と
し
た
。

身
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
現
状
を
客

観
的
に
見
つ
め
直
し
、
活
か
し
て
い

く
べ
き
個
性
・
強
み
を
把
握
す
る
た

め
の
自
己
分
析
、
行
動
指
針
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
二
日
目
は
、
㈲
イ
ン
タ
ー
プ
レ

フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
・

宇
治
川
一
清
氏
が
、
高
い
理
想
を
掲

げ
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
毎
日
の

職
務
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
周
囲

の
目
標
像
と
な
っ
て
組
織
を
活
性
化

し
て
い
く
「
自
立
型
人
間
」
の
発
想

や
言
動
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　
参
加
者
に
も
好
評
で
「
励
み
に

な
っ
た
」と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

　
県
連
合
会
は
、十
二
月
二
十
二
日
、

県
商
工
会
館
で
第
三
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。
提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第 
一
号
議
案
　
商
工
会
職
員
の
県
連

帰
属
化
に
つ
い
て

第 

二
号
議
案
　
商
工
会
統
一
諸
規

程
・
県
連
合
会
規
程
「
職
員
服
務

規
程
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第 

三
号
議
案
　
台
風
九
号
に
係
わ
る

義
捐
金
の
配
分
に
つ
い
て

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
商
工
会
職
員
の
県
連
帰
属
化
に
関

し
て
、
各
商
工
会
会
長
に
承
認
を
得

る
た
め
、
一
月
二
十
二
日
に
ホ
テ
ル

　
県
連
合
会
と
中
小
企
業
大
学
校

は
、十
二
月
三
～
四
日
に
、福
崎
町
・

中
小
企
業
大
学
校
関
西
校
で
若
手

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
を
共
同
開
催

し
た
。
研
修
で
は
今
後
の
商
工
会
を

担
う
若
手
職
員
を
対
象
に
、
組
織
に

活
力
を
与
え
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
た
め
の
視
点
や
行
動
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　
一
日
目
は
、
㈱
フ
ェ
ア
ウ
ィ
ン
ド 

代
表
取
締
役
・
中
井
嘉
樹
氏
よ
り
自

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
霞
末

浩
二
会
長
）
は
、
十
二
月
八
日
に
県

商
工
会
館
（
神
戸
市
）
で
第
三
回
理

事
会
を
開
催
し
、
次
の
二
議
案
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。

第 

一
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
県

青
連
経
営
革
新
研
修
会
（
案
）

第 

二
号
議
案
　
平
成
二
十
二
年
度
事

業
計
画
（
案
）

　
第
一
号
議
案
で
は
「
経
営
革
新
承

認
の
取
り
組
み
方
と
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
の

開
催
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
本
研
修

短
信

◆
十
二
月
四
日
㈮

 

第
八
回
商
工
会
職
員
県
連
帰
属
化
問
題
検
討
委
員
会

◆
十
二
月
七
日
㈪

第
一
回
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会

◆
十
二
月
十
四
日
㈪

第
三
回
人
事
管
理
委
員
会

◆
十
二
月
十
五
日
㈫
　
正
副
会
長
会

▲岡田専務理事の挨拶

▲リーダーとしての行動指針について意見交換

組
織
に
活
力
を
与
え
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
に

～
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
～

　
十
一
月
二
十
七
日
、
県
女
性
部
連

合
会
（
行
　
幸
子
会
長
）
は
、
神
戸

市
・
六
甲
荘
に
て
、
第
二
回
商
工
会

女
性
部
幹
部
講
習
会
を
開
催
。
県
下

商
工
会
女
性
部
の
幹
部
部
員
ら
七
十

五
名
が
参
加
し
た
。

　
研
修
で
は
、
㈱
佳か

論ろ
ん

・
辰
巳
明
弘

氏
よ
り
、「
輝
く
自
分
ブ
ラ
ン
ド
の

創
造
」
と
題
し
、
企
業
繁
盛
に
繋
げ

る
た
め
の
自
分
磨
き
に
つ
い
て
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
挨
拶
や
話
し
方
な
ど
、
な
か
な
か

実
践
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
身

近
な
例
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
演
習
を

実
施
。
講
師
の
笑
い
を
取
り
入
れ
た

口
調
も
あ
り
、
参
加
者
は
積
極
的
に

演
習
を
行
っ
た
。

　
研
修
後
、
女
性
部
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
作
成
等
、
執
行
部
よ
り
県
女
性

連
事
業
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

企
業
繁
盛
に
繋
げ
る

「
自
分
磨
き
」を
学
ぶ

～
第
二
回
商
工
会
女
性
部
幹
部
講
習
会
～

第
三
回
理
事
会

県
青
連
第
三
回
理
事
会

主な行事予定
２
月
の
こ
よ
み

１
日
㊊
　
第
二
回
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会

８
日
㊊
　 

第
四
回
商
工
会
等
職
員
継
続

雇
用
問
題
小
委
員
会

17
日
㊌
　 

商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補

者
試
験
（
二
次
面
接
試
験
）

22
日
㊊
　
第
四
回
人
事
管
理
委
員
会

３
月
の
こ
よ
み

５
日
㊎
　
正
副
会
長
会

11
日
㊍
　
理
事
会

26
日
㊎
　
臨
時
総
会
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神
河
町
商
工
会（
堀
口
勝
久
会
長
）

で
は
、
神
河
町
と
共
催
で
十
二
月
六

日
に
神
河
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
「
冬
の

蛍
」
と
「
第
十
五
回
わ
っ
く
わ
く
ぶ

ら
り
市
」
を
開
催
し
た
。
同
町
で
は

平
成
八
年
よ
り
寺
前
商
店
街
に
て

「
わ
っ
く
わ
く
ぶ
ら
り
市
」
を
開
催

し
て
お
り
、
今
年
で
十
五
回
目
と

な
っ
た
。
神
河
町
で
は
こ
の
時
期
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
冬
の
蛍
」
が

四
百
軒
ほ
ど
の
個
人
宅
で
毎
年
点
灯

し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
新
し
い
試

み
と
し
て
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

寺
前
駅
前
の
各
店
舗
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
飾
り
、
同
日
夕
刻
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
を
行
っ
た
。

　
同
町
商
工
会
青
年
部
（
高
橋
昭
博

部
長
）
は
、
こ
の
催
し
の
中
で
神
河

B
級
グ
ル
メ
新
作
発
表
会
を
県
の
地

域
元
気
回
復
支
援
事
業
の
認
定
を
受

け
て
実
施
し
た
。
発
表
会
に
向
け
て

委
員
会
で
企
画
を
立
案
検
討
し
、
試

作
を
重
ね
て
、神
河
お
好
み
ロ
ー
ル（
お

好
み
焼
き
の
ク
レ
ー
プ
風
）
と
神
河

ボ
ー
ル
（
山
の
芋
の
一
口
揚
げ
ボ
ー

ル
）、
神
河
汁
（
地
元
野
菜
の
具
だ
く

さ
ん
味
噌
汁
）
の
三
品
を
提
供
し
た
。

こ
れ
ら
の
材
料
は
、
神
河
町
特
産
の

山
の
芋
（
自
然
薯
）
や
地
元
野
菜
、

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
、
手
作
り
み
そ

等
を
使
用
し
た
も
の
。
青
年
部
コ
ー

ナ
ー
に
は
行
列
が
で
き
、
ど
の
料
理

も
好
評
を
得
た
。
同
日
に
行
わ
れ
た

人
気
投
票
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
神
河

お
好
み
ロ
ー
ル
が
選
ば
れ
、
投
票
者

に
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
贈
呈
し
た
。

　
同
部
で
は
、
今
後
も
町
内
商
業
、

農
業
の
活
性
化
と
、
地
域
の
元
気
を

取
り
戻
す
べ
く
、
様
々
な
催
し
に
神

河
B
級
グ
ル
メ
を
出
品
し
、
普
及
に

努
め
て
い
き
た
い
。

▲栄養たっぷりの「合格祈願鍋」

神
河
町
の
冬
の
風
物
詩

神
河
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ｢

冬
の
蛍｣

「
第
十
五
回
わ
っ
く
わ
く
ぶ
ら
り
市
」

～
神
河
町
商
工
会
～

　
朝
来
市
内
四
商
工
会
で
は
、
大
好

評
だ
っ
た
「
あ
さ
ご
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か

鍋
」
に
続
い
て
、
特
産
品
と
史
跡
・

観
光
を
融
合
さ
せ
た「
合
格
祈
願
鍋
」

を
発
売
し
た
。「
合
格
祈
願
鍋
」
に

は
日
本
三
大
ネ
ギ
の
一
つ
で
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
ア
リ
シ
ン
と
い
う
成
分

を
多
く
含
む
岩
津
ね
ぎ
が
「
あ
さ
ご

ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
鍋
」
の
二
倍
入
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
同
市
内
の
當ま
さ
か
つ勝
神
社
の
絵

馬
を
同
封
し
て
お
り
、
願
い
ご
と
を
書

い
て
同
神
社
に
郵
送
す
れ
ば
、
祈
祷
し

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
付
い
て
い
る
。

あ
さ
ご
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
鍋

　
　
　
　
　
　
五
千
円（
三
～
四
人
前
）

合
格
祈
願
鍋
　
六
千
円（
　
　
〃
　
　
）

銀
山
鉱
夫
鍋
　
八
千
円（
　
　
〃
　
　
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
朝
来
町
商
工
会 

〇
七
九

-

六
七
七

-

一
一
九
〇
）

▲神河Ｂ級グルメ新作発表会

特
産
品
と
史
跡
・
観
光
の
融
合

合
格
祈
願
鍋
を
発
売

～
朝
来
市
内
四
商
工
会
～

（
み
の
り
館 

〇
七
九

-

六
七
八

-

一
四
一
四
）

　
朝
来
町
商
工
会
（
松
本
早
正

会
長
）
は
、
地
域
活
性
化
と
明

る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
長

期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
遊
休

農
地
・
耕
作
放
棄
地
を
有
効
利

用
し
、
体
に
も
よ
く
多
様
な
利

用
法
が
見
込
め
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
栽
培
に
着
目
。
あ
さ
ご

観
光
協
会
と
の
共
同
事
業
「
朝

来
B
B
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進

め
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
植
え
付
け
を
実

施
し
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降

は
、
朝
来
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
普

及
促
進
活
動
、
栽
培
先
進
地
と

の
情
報
交
換
、
観
光
農
園
の

オ
ー
プ
ン
及
び
運
営
母
体
の
発

足
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
町
、
朝
来
を
目
指
し
て

朝
来
B
B
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
朝
来
町
商
工
会
～

　
出
石
町
商
工
会
青
年
部
（
上
坂
泰

三
部
長
）
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の

十
二
月
二
十
四
日
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
や
ト
ナ
カ
イ
の
格
好
を
し
た
青
年

部
員
約
二
十
名
が
、
同
地
域
の
お
年

寄
り
や
子
ど
も
達
の
各
家
庭
を
訪
問

し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
「
子
ど
も
達
を
喜
ば

せ
て
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
十
五
回
目
。
事

前
に
応
募
が
あ
っ
た
豊
岡
市
出
石
町

内
の
幼
児
や
小
学
生
の
い
る
家
庭
六

十
五
軒
を
回
っ
た
。高
齢
者
施
設「
出

石
荘
」
の
訪
問
で
は
、
メ
ン
バ
ー
と

の
記
念
撮
映
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

ん
だ
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

～
出
石
町
商
工
会
青
年
部
～

▲サンタクロースからのプレゼント
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上
郡
町
商
工
会
青
年
部

（
杉
本
誠
良
部
長
）
は
、
十

二
月
二
十
日
に
上
郡
駅
前

観
光
案
内
所
周
辺
で
、「
第

一
回
上
郡
駅
前
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
上
郡
町
の
玄
関
口

で
あ
る
駅
前
を
華
や
か
に

彩
る
こ
と
で
町
内
を
活
気

づ
け
よ
う
と
、
上
郡
町
観

光
案
内
所
と
町
役
場
・
青

年
部
が
共
同
で
企
画
・
協

力
し
実
現
し
た
。

　
当
日
は
、
上
郡
町
名
物

の
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
入
り
う
ど
ん
の
販
売
を
は
じ
め
、
観
光
案
内
所
と
青

年
部
の
出
店
で
来
場
者
を
も
て
な
し
た
。
ま
た
有
志
に
よ
る
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
や
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
、
上
郡
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
「
円
心
く
ん
」、「
エ
イ
ト
ち
ゃ
ん
」
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
青
年
部
員
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
冷
え
込

み
が
厳
し
い
中
、
開
始
早
々
か
ら
地
域
住
民
が
多
数
来
場
し
、
午
後

五
時
の
点
灯
時
に
は

大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
。

　
同
青
年
部
で
は
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
今

年
だ
け
で
終
わ
ら
せ

ず
、
年
々
工
夫
を
重

ね
、
ゆ
く
ゆ
く
は
冬

の
上
郡
町
名
物
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
芦
屋
市
商
工
会
青
年
部
（
内
藤
貴

之
部
長
）
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
十
五
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

芦
屋
市
内
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
本
通
り
と
三
八
通
り
を
中
心
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光
を
灯
す
ウ
ィ

ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て

い
る
。
一
月
三
十
一
日
ま
で
＂
人
と
人

を
結
ぶ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＂
と
し

て
約
一
万
個
の
L
E
D
が
夜
の
街
並

み
を
優
し
く
照
ら
し
て
い
る
。

　
両
通
り
は
震
災
で
大
半
の

店
舗
が
全
半
壊
し
、
区
画
整

理
な
ど
で
街
並
み
は
一
変
し

た
。
新
し
い
店
舗
や
住
民
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
震
災
を

境
に
「
芦
屋
」
に
対
す
る
住

民
の
想
い
に
温
度
差
が
感
じ

ら
れ
る
中
、
地
域
に
根
付
い

た
活
動
を
展
開
す
る
青
年
部

と
し
て
地
域
住
民
と
商
工
業

者
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
。
地
元
の
商
店
会

や
自
治
会
と
と
も
に
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
一

括
助
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
十
二

月
五
日
に
は
点
灯
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
。

▲香住支部の新作クリスマスツリー

　
十
二
月
十
一
日
に
美
方
郡
内
の
商

工
会
青
年
部
が
連
携
し
、
各
地
区
で

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
の
点
灯
式
を

行
っ
た
。
今
年
で
二
年
目
を
迎
え
た

点
灯
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
を
あ
げ
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
児
童
を
中
心
に
地
域

住
民
の
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
も
の
。

　
香
美
町
商
工
会
香
住
支
部
で
は
香

美
町
香
住
文
化
会
館
前
に
て
、
長
瀬

幸
夫
香
美
町
長
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

昨
年
度
の
約
五
メ
ー
ト
ル
の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
に
、
カ
ラ
ー
セ
ロ
ハ
ン
で

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
模
し
た
新
作
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
加
え
、
点
灯
式

を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
、
同
町
村
岡

支
部
で
は
民
俗
資
料
館
ま
ほ
ろ
ば
前
、

同
町
小
代
支
部
で
は
物
産
館
石し

ゃ
く

楠な

花げ

前
、
温
泉
町
商
工
会
で
は
湯
村
温
泉

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
直
前
ま
で

雨
が
降
り
し
き
る
中
、
親
子
連
れ
な

ど
が
多
く
参
加
し
、
青
年
部
員
の
扮

し
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ

の
登
場
な
ど
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。
ツ
リ
ー
は

点
灯
後
も
約
一
カ
月
間
、
師
走
の
夜

を
行
き
交
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
。

▲オープニングイベントでのブラスバンド演奏

第１回上郡駅前イルミネーションイベント　～上郡町商工会青年部～

▲上郡町のマスコットキャラクター「エイトちゃん」

▲上郡駅前のイルミネーション

光
の
夜
に
彩
ら
れ
て
…

　
芦
屋
市
中
央
地
区

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
芦
屋
市
商
工
会
青
年
部
～

街
を
明
る
く
彩
る

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
点
灯
式

～
美
方
郡
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
～
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丹
波
の
地
か
ら
生
ま
れ
た
清
酒
製
造
業

　
同
社
は
「
丹
波
の
地
に
お
い
て
も

の
造
り
を
行
い
ま
す
」「
丹
波
の
地

の
も
の
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」「
丹

波
の
地
と
も
の
で
癒
し
・
や
す
ら
ぎ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

ま
す
」
の
方
針
の
も
と
、
も
の
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
清
酒
「
小
鼓
」

は
大
正
三
年
に
俳
人
高
浜
虚
子
が
命

名
、
そ
れ
以
来
、
脈
々
と
「
小
鼓
ブ

ラ
ン
ド
」
を
守
り
続
け
て
い
る
。
ま

た
、
同
社
の
伝
統
あ
る
主
屋
・
堀
・

三さ

三さ

庵あ
ん

の
建
築
群
は
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

事
業
承
継
に
よ
る
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

　
同
社
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）

に
創
業
、
百
六
十
年
の
長
い
歴
史
を

持
っ
て
い
る
。
二
年
前
社
長
に
就
任

し
た
六
代

目
蔵
主
西

山
周
三
氏

は
、
平
成

十
三
年
に

テ
レ
ビ
局

勤
務
か
ら

実
家
に
帰

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑭

株
式
会
社 

西
山
酒
造
場～

丹
波
市
～

企業概要
①社名　株式会社　西山酒造場
②本社所在地　〒669-4302　兵庫県丹波市市島町中竹田1171
③創業　1849年（嘉永２年）
④事業内容　清酒・焼酎・梅酒・グラッパ等の製造・販売
⑤役員　代表取締役・西山周三　取締役会長・西山裕三
⑥資本金　2,000万円
⑦従業員　22名
⑧受賞歴　○ 平成19年（平成18酒造年度）全国新酒鑑評会　金賞
　　　　　○ 平成18年（平成17酒造年度）全国新酒鑑評会　金賞
　　　　　○ 社団法人　兵庫工業会グッドデザインひょうご　受賞
　　　　　○ 社団法人　関西ニュービジネス協議会NBK大賞　受賞

郷
し
当
社
に
入
社
。そ
の
頃
の
売
上
高

構
成
比
は
百
％
を
清
酒
が
占
め
て
い

た
が
、「
伝
統
産
業
こ
そ
技
術
革
新

を
起
こ
し
、
新
し
い
創
造
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
」と
い
う
信
念
を
も
っ

て
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

地
域
資
源
活
用
に
よ
る
新
製
品
の
開
発
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
新
規
事
業
に
進
出

　＂
地
域
か
ら
大
都
市
圏
へ
。そ
し
て
、

世
界
へ
の
売
り
込
み
を
目
指
す
。＂「
市

場
」
を
強
く
意
識
し
「
中
小
企
業
地

域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
認
定

を
目
指
し
た
。
地
域
資
源
活
用
の
事

業
名
は
、
地
元
丹
波
市
に
お
け
る
地

域
資
源
基
本
構
想
の
農
林
水
産
物
で

あ
る
兵
庫
米
、
丹
波
黒
大
豆
、
丹
波

大
納
言
小
豆
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
も

も
を
使
っ
た
＂
女
性
好
み
の
美
味
ほ

ろ
酔
い
リ
カ
ー
＂の
開
発
お
よ
び
販
売
。

　
近
年
、
清
酒
の
需
要
は
減
少
し
て

お
り
、
消
費
者
の
酒
類
に
対
す
る
嗜

好
の
多
様
化
に
よ
り「
リ
キ
ュ
ー
ル
」、

「
発
泡
酒
」
な
ど
の
低
ア
ル
コ
ー
ル

品
は
需
要
が
急
増
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
打
ち
出
し
た
新
商
品
の
特

長
は
＂
業
界
初
の
半
熟
２
段
醗
酵
製

法
＂
に
よ
る
低
ア
ル
コ
ー
ル
の
リ

カ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
販
売
チ
ャ
ネ

ル
も
従
来
か
ら
の
問
屋
に
依
存
し
な

い
直
販
ル
ー
ト
へ
の
変
更
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
へ
重
点
を

置
い
た
。

　
農
商
工
等
連
携
事
業
に
お
い
て

は
、
同
社
で
は
甘
酒
を
提
供
し
、
農

林
水
産
業
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
活
用
し

た
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
新
製
品
を
開

発
、
販
売
す
る
農
商
工
等
連
携
を
推

進
し
て
い
る
。

地
域
経
済
活
性
化
に
貢
献

す
る
企
業
を
目
指
し
て

　
地
元
小
学
校
と
酒
米
の
田
植
え
・

稲
刈
り
、
地
元
中
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
、
京
阪
神
の
大

学
と
の
産
学
連
携
等
、
こ
れ
ま
で
に

全
く
な
か
っ
た
酒
蔵
と
し
て
、
メ
デ
ィ

ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
同
社
で
は
、
地
域
の
ご
み
拾
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

地
元
企
業
の
交
流
を
目
的
と
し
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
「
小
鼓
杯
」
の
企

画
運
営
・
開
催
等
も
行
っ
て
い
る
。

　
兵
庫
県
は
「
山
田
錦
」
を
は
じ
め

と
す
る
酒
造
米
の
一
大
生
産
地
で
あ

り
、
熟
練
の
技
と
経
験
を
持
っ
た
技

能
集
団
「
丹
波
、
但
馬
杜と

う

氏じ

」
の
地

で
も
あ
り
、
自
然
の
良
水
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
面
に
関

し
て
も
「
地
域
活
性
化
の
切
り
札
」

と
し
て
、
同
社
が
将
来
的
に
地
元
丹

波
の
雇
用
の
場
を
提
供
で
き
る
と
確

信
し
て
い
る
。

新
し
い
販
路
の
開
拓
、
海
外
輸
出
へ

　
上
記
の
発
想
・
行
動
の
質
的
転
換

を
契
機
に
、
売
上
高
の
二
十
五
％
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
D
M
、
地
元
の

イ
ベ
ン
ト
等
、
直
接
販
売
が
占
め
る

ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
古
い
蔵
を
改

装
し
、
観
光
客
を
丹
波
に
引
き
寄
せ

る
構
想
を
達
成
し
た
。
三
年
後
に
は

そ
の
比
率
を
四
十
％
ま
で
ア
ッ
プ
さ

せ
る
予
定
で
あ
る
。
売
れ
筋
商
品
の

大
半
は
、
女
性
従
業
員
の
ア
イ
デ
ア

か
ら
生
ま
れ
た
低
ア
ル
コ
ー
ル
、
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
が
占
め
て
い
る
。
ま

た
、海
外
市
場
開
拓
に
も
前
向
き
で
、

中
国
・
香
港
・
ア
メ
リ
カ
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
等
に
輸
出
さ
れ
、
現
在
売
上

の
八
％
を
占
め
る
輸
出
売
上
高
を
三

年
後
に
は
二
十
％
ま
で
増
や
す
計
画

で
あ
る
。
既
存
の
問
屋
・
小
売
店
の

流
通
だ
け
で
な
く
、
早
く
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
直
販
体
制

を
築
い
て
い
た
こ
と
が
、
今
の
成
功

に
繋
が
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
社
員
の
意
識
改
革
へ

　
西
山
氏
の
社
長
就
任
当
時
は
、
少

子
高
齢
化
、
若
年
層
の
ア
ル
コ
ー
ル

離
れ
な
ど
、
日
本
酒
を
含
め
、
ア
ル

コ
ー
ル
市
場
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
く
な
っ
て
い
た
。
同
氏
は
ま
ず

パ
ー
ト
も
含
め
社
員
の
ベ
ク
ト
ル
を

一
つ
に
合
わ
せ
る
べ
く
、「
丹
波
の
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
と
提
供
」

と
い
う
企
業
理
念
、
社
員
行
動
指
針

を
立
て
、
採
用
・
評
価
・
報
酬
・
能

力
開
発
と
い
っ
た
人
的
資
源
管
理
を

ト
ー
タ
ル
で
行
う
こ
と
で
、
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
実
現
し

た
。
生
産
管
理
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
財
務
会
計
・
環
境
経
営
な
ど

テ
ー
マ
を
決
め
て
行
う
週
一
回
の
早

朝
勉
強
会
、
月
一
回
の
外
部
研
修
な

ど
の
社
員
教
育
の
徹
底
と
、
社
員
の

半
分
を
占
め
る
女
性
の
積
極
的
な
登

用
に
よ
り
「
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

製
品
」を
造
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

統
括
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
穴
田
喜
代
嗣

▲小鼓微発泡シリーズ
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630 平成��年１月�0日

兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

　
第
三
回
「
京
都
・
兵
庫
地
域
力
連

携
拠
点
相
互
連
携
連
絡
会
議
」
が
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
同
会
議
は
、
地
域
力
連
携
拠
点
事

業
の
一
環
と
し
て
、
京
都
府
か
ら
兵

庫
県
へ
伸
び
る
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

が
地
域
資
源
活
用
の
認
定
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
通
称
﹃
た
ん
た
ん
連
携
﹄
と

呼
ん
で
い
る
。
兵
庫
県
の
但
馬
地
域

と
京
都
府
の
京
丹
後
地
域
を
中
心
に

地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
の
が
狙
い

で
、
こ
の
よ
う
な
府
県
を
ま
た
ぐ
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
と
し
て
の
取
り

組
み
は
、
全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
が

な
く
、
近
畿
経
済
産
業
局
を
は
じ
め

関
係
諸
機
関
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
現
段
階
で
の
参
画
機
関
は
、
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
支
部
、
兵

庫
県
・
京
都
府
商
工
会
連
合
会
、
㈶

ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

㈶
京
都
産
業
�1
、
但
東
町
商
工
会
、

京
丹
後
市
商
工
会
で
あ
り
、
順
次
増

え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
会
議
の
当
日
は
、
県
連
合
会
の
岡

田
専
務
理
事
が
歓
迎
も
含
め
た
挨
拶

を
述
べ
た
後
、
事
務
局
よ
り
兵
庫
県

但
馬
地
域
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
バ
イ

ヤ
ー
と
の
内
覧
会
の
計
画
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
い
、
特
産
品
等
の
商
品

改
良
、
販
路
開
拓
の
た
め
、
直
接
売

場
で
特
産
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
百

貨
店
売
場
の
担
当
者
や
専
門
家
と
個

別
相
談
会
を
実
施
す
る
。
ま
た
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
特
産
品
づ
く
り

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
と
も

に
、
流
通
業
者
と
の
交
流
の
機
会
を

創
出
し
、
製
造
業
者
相
互
に
課
題
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
情
報
交
換
す
る
こ
と

で
、
取
扱
商
品
の
改
良
促
進
の
参
考

に
す
る
。ま
た
観
光
面
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
但
馬
・
京
丹
後
地
域
の
連

携
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

具
体
的
な
地
域
活
性
化
に
向
け
た
プ

ラ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
県
連
合
会
は
、
十
二
月
十

八
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い

て
、
平
成
二
十
一
年
度
第
三

回
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
連

絡
会
を
開
催
し
た
。

　
県
下
各
拠
点
の
商
工
会
か

ら
、
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
事
務
局
担
当
者
、
近

畿
経
済
産
業
局
中
小
企
業
課

の
鈴
木
経
営
承
継
専
門
官
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の

上
山
地
域
拠
点
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
上
宮
事
業
承
継

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
県
経

営
商
業
課
の
清
家
課
長
、
円

増
、
谷
口
課
長
補
佐
が
出
席

し
た
。

　
岡
田
専
務
理
事
の
開
会
挨
拶
の

後
、
各
担
当
者
が
次
の
三
項
目
を
報

告
し
た
。

①
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

② 

各
拠
点
で
の
活
動
報
告
に
つ
い
て

③ 

近
畿
経
済
産
業
局
の
中
間
検
査
に

お
け
る
指
摘
事
項
に
つ
い
て

　
各
報
告
終
了
後
、
協
議
事
項
と
し

て
、
事
業
仕
分
け
に
伴
い
、「
今
後
の

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ

と
し
、
出

席
者
に
よ

る
活
発
な

意
見
交
換

が
行
わ
れ

た
。

最高５,０００円の税額控除 

平成 21 年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及び

電子証明書を付して、申告期限内に e-Tax で行うと、所

得税額から最高５,０００円の控除ができます（平成 19

年分又は平成 20 年分の確定申告でこの控除を受けた方

は、受けられません。）。 
 

医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容（病院

などの名称・支払金額等）を入力して送信することによ

り、これらの書類の提出又は提示を省略することができ

ます（確定申告期限から 3 年間、税務署から書類の提出

又は提示を求められることがあります。）。 

添付書類の提出省略 

還付金がスピーディー

e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています

（3 週間程度に短縮。）。 

「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、 

e-Tax（電子申告）を利用して提出できます。 

※ パソコンの環境などにより、ご利用いただけないことがあります。 

の利用に際しては、電子証明書の取得（手

数料が必要です。）、ＩＣカードリーダライタの購入な

どの事前準備が必要です。

画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税の申告

書や青色申告決算書などを作成できます。 

● １  

● ３  

● ２

 
病院 

領収書 
源泉徴収票

▲但馬・京丹後地域の連携について検討

第３回地域力連携拠点事業連絡会

第
三
回
京
都
・
兵
庫
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
相
互
連
携
連
絡
会
議

50

事業承継に立ち向かう中小企業の挑戦！ （無料・先着100名）
日時：平成22年３月５日（金）13：00～16：30
場所：経営支援プラザUMEDA（大阪駅前第３ビル19階）
【問合せ】中小機構近畿支部　小峯　TEL 06-6910-3866 / FAX 06-6910-3867

事業承継フォーラム₂₀₁₀in 近畿
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